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上）ビエンチャン市内を走るバスの位置確認システム画像 

下）バス公社を支援する日本の民間企業 

公共交通機関の充実を目指し、ビエンチャン都バス公社への支援を強化 

日本が供与したバスが市内を走る 

ØJICA/Shinichi Kuno 

※技術協力プロジェクトの詳細はこちらをご覧ください。  

http://gwweb.jica.go.jp/km/ProjDoc024.nsf/VW02040104/0AB71AC22F1F16754925802100276191/

$FILE/1500232_ラオス国ビエンチャン公社能力改善プロジェクト2_案件概要表.pdf 

 ラオスの首都ビエンチャンでは、ラオスの全人口約65

0万人のうち約80万人が居住し、都市人口の割合が急激

に増加しています。経済活動の活発化に伴い、モータ

リゼーションも著しく、車両登録台数は70万台を超え

ました。ビエンチャン中心部では大規模な交通渋滞が

発生しており、公共交通のシェア拡大が求められてい

ます。 

 ビエンチャンの主要な公共交通手段は公営バスのみの

ため、日本は70年代からビエンチャンでバス事業を行

っているバス公社を継続して支援してきました。直近

では2012年に無償資金協力事業で42台の大型バスを供

与しており、市内のあちこちで日の丸マークをつけた

緑色のバスが走っている姿を見ることができます。 

 また、バスサービス改善に向けて、バス公社の経営改

善および公共バス交通に関する適切な公共交通政策と

計画の策定に係る技術支援「ビエンチャンバス公社能

力改善プロジェクト」フェーズ2が2016年8月から開始

されました。さらにJICAの中小企業海外展開支援スキ

ームにより㈱社会システム総合研究所がスマートフォ

ン等を使ってリアルタイムでバスの位置情報を確認で

きるシステムを開発、また、イーグルバス㈱が川越で

バスを活用した観光の活性化を行った経験を活かし、

バス公社のサービス改善に貢献しています。 

 日本は今後もバス公社への支援を継続し、よりよい公

営バスサービスを提供できる体制の構築と環境と調和

した都市の発展に貢献していきます。 

http://gwweb.jica.go.jp/km/ProjDoc024.nsf/VW02040104/0AB71AC22F1F16754925802100276191/$FILE/1500232_ラオス国ビエンチャン公社能力改善プロジェクト2_案件概要表.pdf
http://gwweb.jica.go.jp/km/ProjDoc024.nsf/VW02040104/0AB71AC22F1F16754925802100276191/$FILE/1500232_ラオス国ビエンチャン公社能力改善プロジェクト2_案件概要表.pdf
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>>>News Update 

首都ビエンチャンの「都市開発マスタープラン」がついに完成！  

ビエンチャン国際空港の工事の様子 

 ラオスの空の玄関口であるビエンチャン国際空港

で、ターミナル拡張工事が進んでいます。2015年12

月に着工した有償資金協力「ビエンチャン国際空港

ターミナル拡張事業」の総事業費は97億300万円。コ

ンサルタントは日本工営、施工業者は安藤ハザマで、

2018年8月末に完工を予定しています。完工後は年間

約200万人の旅客を収容することが可能になり、ラオ

スの航空交通の人・モノの円滑な移動と周辺国とのコ

ネクティビティの強化に寄与することが期待されてい

ます。 

 日本政府による本空港への支援は今回が3回目の資金

協力になります。無償資金協力「ビエンチャン国際空港

改修計画」（1995～1998年）で現国際線ターミナルを

整備し、無償資金協力「ビエンチャン国際空港拡張計

画」（2012～2013年）で駐機エプロン拡張及び保安機

材整備を行い、大型機の駐機が可能となりました。そし

てこの度、急増する旅客需要への対応と利便性・安全性

の確保、そして建設から50年以上が経過して老朽化が

著しい国内線ターミナルを含む旅客取扱施設等の拡充を

行う必要性が高まったことから、ラオス政府から日本政

府に対して有償資金協力の要請が行われ、実施に至って

います。 

 本事業は既存の空港を運営しながら拡張工事を実施す

る特徴的な事業となっていますが、日本企業の高い施工

技術が活かされています。 

ビエンチャン国際空港の拡張工事を実施中 －2018年8月完工予定－  

 2013年10月に開始された技術協力プロジェクト「都

市開発管理プロジェクト」の最終回となる第７回合同調

整委員会が、10月28日に開催されました。同委員会で

は、土地の用途を指定する土地利用規制、市街化区域の

高さや建ぺい率、容積率等の建築集団規制、看板の大き

さや建物の色等歴史的地区の景観規制、規制を運用する

許可制度や罰則規定、また、新市街地の開発行為に対す

る新制度等、３年間のプロジェクトによる成果が発表さ

れました。 

 首都ビエンチャンの市街地は経済発展とともに拡大し

ており、近年では湿地帯を埋め立てての大規模な開発や

高層ビルの建設が進んでいます。ラオス政府は「湿地保

全や歴史的建造物の保全などバランスの取れた都市開発

を 目 指 し、清 潔 で 緑 あ ふ れ る 美 し い 都 市（Clean, 

Green and Beautiful City)を実現する」ことを目指し

ており、無秩序な開発を抑制し、良好な開発を誘導する

規制や制度設計が求められていたことから、日本の国土

交通省から派遣された長谷川専門家を中心としたプロ

ジェクトチームが制度設計を行ってきました。 

 プロジェクトにおいて、歴史的地区の詳細な土地利用

規制や建築集団規制は作成されましたが、今後はその運

用と共に、周辺地域への拡大、そしてプロジェクトでカ

バーされなかった建物の強度や、防火・避難設備等、主

に安全に係る建築コードの作成が必要であり、引き続き

日本の支援が求められています。 

← 首 都 ビ エ ン チ ャ ン の  

イ ン ナ ー ゾ ー ン の 詳 細 

土地利用規制  

（高さ規制、建ぺい率、

容積率などが細かく規制

されている） 

ØJICA/Shinichi Kuno 
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ラオス・ハンディクラフト・フェスティバルにJICAブースを出展 

緊急時の迅速・適切な判断のために… －災害トリアージ勉強会を開催－ 

 10月31日からの3日間、看護師として活動している藤

村将志隊員（ボリカムサイ県病院）、前島愛理咲隊員

（ルアンパバーン県病院）、田原英恵隊員（サワナケー

ト県病院）による災害トリアージ（※）の勉強会がボリ

カムサイ県病院で行われました。 

 隊員たちが今回の勉強会を開催しようと考えたきっか

けは、2015年のボリカムサイ県でのバスの横転事故で

した。多くの患者が一度に病院を訪れ、パニック状態に

なったという出来事があり、そういった場合の対応の方

法を教えて欲しいとボリカムサイ県病院のスタッフから

藤村隊員へ要望があったからです。 

 9月21～22日にルアンパバーン県病院で行われた災

害医療とトリアージに関する研修会にボリカムサイ県

病院から4人のスタッフが参加し、そこで学んだことを

ボリカムサイ県病院の看護師全員に周知することが目

的でしたが、トリアージに関する知識を学んだ後、実

際の患者を想定してSTART式トリアージの練習を行う

という内容で、3日間とも楽しみながら学ぶことができ

ました。 

 普段は遠く離れた任地で活動している3人の隊員が集

まったことで、お互いの活動をリンクさせながらそれ

ぞれの得意分野を発揮することができ、隊員にとって

も貴重な経験になりました。  

※トリアージとは…災害・事故

現場で多数の負傷者が一度に発

生した際、重症度に応じて治療

の順番を決めること。 

左）研修終了後、参加したス

タッフと記念撮影 

右）トリアージの練習風景 

>>>Volunteer’s Eye 

左）サイニャブリー県の特

産品・藍染製品を紹介する

小藤田隊員（左） 

右）各地の特産品を集めた

JICAブースと隊員たち 

 10月25日 か ら11月1日 の8日 間、ビ エ ン チ ャ ン の

ショッピングモールITECCで「ラオス・ハンディクラフ

ト・フェスティバル」が開催されました。ラオス国内全

土の手工芸品が一堂に集うこのイベントに、特産品支援

の活動を行っているコミュニティ開発隊員もJICAブー

スを出展しました。 

 JICAブースでは、チャンパサック県（藤本悠太隊

員）、ボリカムサイ県（西島史郎隊員）、サイニャブ

リ―県（小藤田朋美隊員）、ウドムサイ県（鈴木理紗

隊員）、カムアン県（石塚貴章隊員）から厳選した自

慢の製品を持ち寄り、藍染織物や葛のバッグ、竹細

工、陶器など、他のブースにはない豊富なラインナッ

プとなり、効果的なPRを行うことができました。 

 また、このイベントにはラオス人だけでなく、ラオ

ス在住の日本人や欧米人、世界中から買い付けに来た

バイヤーも訪れるため、普段の活動では知りえないお

客様の意見を直接お聞きすることができる貴重な機会

となりました。本イベントで得たものをそれぞれの任

地に持ち帰り、生産者の更なる収入向上を目指し、今

後の活動へ活かしていきます。 
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>>>SHIMIZUKAWA’s VOICE 発行責任者 

JICAラオス事務所広報班 

記事へのご意見・ご感想をお寄せください。 

 

2nd Floor,  

Sacombank Building, 

 044 Haengboun Rd, 

 Ban Haisok,  

Chanthabouly District  

Vientiane Capital, Lao P.D.R  

郵便物宛先： 

P.O.Box3933, Vientiane, LAO P.D.R. 

 

Tel:+856-21-241100 

Fax:+856-21-241101-2 

E-mail: La_oso_rep@jica.go.jp 

JICA PLAZA LAOS 
 

JICA事業と国際協力の情報窓口とし

て、JICAラオス事務所内に設置され

ています。ご関心のある方は、ぜひ

お立ち寄りください。 

青年海外協力隊が支援したハンディ

クラフト製品も販売しています。 

 

場所：JICAラオス事務所 受付奥 

開館時間：月～金 

8:30-12:00、13:30-17:00 

◆最新情報はこちらから！ 

 JICA Laos HP 

     http://www.jica.go.jp/laos/index.html 

 Facebook 

     https://m.facebook.com/jicalaos/ 

 YouTube 

     https://www.youtube.com/user/jicalaos 

【編集後記】 

 11月（旧暦12月）の満月に行われるラオス最大のお祭り

「タートルアン祭り」に行ってきました。タートルアン（ラ

オス最大のお寺）の周りには早朝から参拝者が集まり、各々

ロウソクと線香と蓮花を持って祈りながらお寺の周りを3周

します。それにしても、こんなにビエンチャンに人がいたと

は！普段みんなどこにいるんでしょうか。。。（鈴木も） 

 

 

事務所で3か月間OJTした新人が見たラオスとは!? 

Sabaidee!! 2016年4月にJICAに入構し、7月下旬から3か月間JICAラオス

事務所でOJT (On the Job Training)を行っておりました清水川です。 

私は小学生の頃途上国に関するビデオを見たことがきっかけで国際協力業

界を志しました。その後震災復興ボランティアに取り組んだり、国際協力へ

の関わり方を探るためタイへ留学に行ったりした中で、JICA事業の影響力や

可能性の大きさを実感しJICA職員という道を選びました。 

入構してからの国内OJT中は、誰のために働き、途上国でどのような影響を

与えているのか全くイメージできませんでした。しかしラオス事務所に来て

様々なJICA事業の現場を見たことで、その意義や職員として果たすべき役割

について自分なりに考えることができました。また技術協力プロジェクトを

視察したことで、専門家によって働き方やカウンターパートとの関係の築き

方が異なり、JICA事業が多くの「人」に支えられて成り立っていることを実

感しました。 

本部では国際協力人材部に所属し、イン

ターン・セミナー担当として国際協力人材

の養成や裾野拡大に向けた取り組みをして

います。時折ラオスOJTの楽しかった思い

出や、事務所員、出会った人々を思い出し

ては「頑張ろう!」と思う度に、いかにラオ

スOJTが自分にとって意味のあるものだっ

たかを実感しています。 

国際協力のプロフェッショナルとして成

長していくためのスタートラインに立つこ

とができた4月、そしてそのための大きな一

歩を踏みだすことができたラオスOJTでし

た。この経験を糧に、国内はもちろん途上

国でも「誰がどのような志で働いているの

か」を意識しながら、これからJICA職員と

して成長していきたいと思います。 

 

 

 

※OJT期間中、プロジェクト受け入れ等で多くの関係者の方々にお世話になりました。この場借り、 
心よりお礼申し上げます 。（清水川）  

プロジェクトの会議風景 

ナショナルスタッフと一緒に 

mailto:La_oso_rep@jica.go.jp
http://www.jica.go.jp/laos/index.html
https://m.facebook.com/jicalaos/
https://www.youtube.com/user/jicalaos

